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ItIlaSbeenknownthatcIllorinatedterpltenyls

haveapropertytorestraintheevaporationof

r･BHCfromth?depositedsuTEace･Chlorinated

terpIlenyl(Aroclor5460)wasaddedtoγ･BHC-

1-Cllemulsiontotesttheeffectofchlorinated

terphenylon thepersistenceofresidualaction

ofγ-BHC.

RadioactiveT-BHC emulsionwith orwithout

clllorinatedterphenylwasdroppedonapieceof

glassplate18mmindiameterandariceplantleaf.

Decreaseoftheradioactiver-BHC-1･Cl1was

measuredeverydayafterthedeposition,by

usingGM counter.

ResultsobtainedaregiveninTables1and2

andFig.1.

Evaporationofredioactiveγ一BHCdepositedon

theg一assplatewasrepressedwhenchlorinated

terpheylwasaddedtotheradioactiver-BHC

emulsion.On theotherhand,theeEEectof

chlorinatedterphenylwasnotObservedwhen

theemulsionwasdepositedonariceplantleaf･

Itseemsinthelattercase,amountohadioactive

7･-BHCdepositedontheleafwasnotenough

totracetheradioactivity.Itisremarkable,

however,applicationofhigherdosageofT-BHC

tocropsmayTeSultinp一antinjury.

ItisconsideredthatBHCemulsioncontaining

chlorinatedterphenylisonly effectiveEorthe'

controlofllOuSeholdandcattleshedinsectsas

residualtypespray.

ThelnfJuencc80fTenpcralllrePPOntheGrowthandlteproductionoftheCasc･hear王ng

ClothesAIoth,Tt'TZeaPeLLl'onelLa(L.).SachioX Ŵ̂ 1rARA(EntomlogicalLaboratory,College
ofAgriculture,KyotoUniversity,Kyoto).ReceivedOct.31,1959.Botyu-Kagaku,24,
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38･ イガの生態に及ぼす温度の影響井 川原幸夫 (京都大学 n学部 昆虫学研究室)34.10.31

受理

イガ TL'neapellE'onellaの生頂と大鼓飼育に好適な温皮を知るために,いろいろの温度のもとで成

虫の寿缶,産卵数,那,幼虫の発育欄間,羽化曲線について調べた.

は ■じ め に

イガ:Tineaz･ellt'olZellaは温軌 熱柑をとわず世界

各地に広く分布し,食性の範囲もひろく,動物性物質は

もとより粒物性の物矧こまで被告がおよぷといわれて

いる.一般にはコイガTL'neolabZssellLella(Humm.)

とともに重要な羊毛害虫としてよく知られている.羊

毛告虫としての重要性を世界的にみた場合はコイガに

つぐものとされているが,.インドや故国においてはコ

イガよりむしろ一層重要な苦虫というべきであろう.

･コイガについては従来多くの研死者によりいろいろ

の面から研究され8-15.5)とくに最近では広く栄養生理

の面からも追求されてきている10一.これに対しイガに

ついての研究はきわめて少い.わずかに山田Il'の自然

環境における生活史の取払 Cheema寸)の一般生態に

ついての研究の他2,3があげられるにすぎない.

著者が本論文をはじめとして行いつつある一速の研

究の目的には2つある.1つはまだ十分に研究の行き

とどいていない本軽の生活史ニー般生態をあさらかに

★京都大学良学部昆虫学研究室某紙 節334号:

すること,もう1つはこれらの知識にもとづいて本超

の有効な大虫飼育法をあさらかにすることである.本

軽のように符に屋内に生息し比較的安定した環境条件

にうまく適応して生返を続ける種について,ある温皮

条件下における.生活史,習性を調べろことはひいて

は広く一般屋内苦虫の生態学的研究をすすめるにあた

って1つの手がかりにもなり得る.本位を殺虫剤 (と

くに羊毛防虫加工剤)に対する生物試鹸用昆虫として

もちいる似合その共闘すべき条件はまず第1に生理学

的にも形態学的にもなるべく均質であることが重要で

ある.すなわち英剤に対する感受性ができるだけ等し

く安定したものでなければならない.また容易にすみ

やかにしかも大員に飼育し縛ることがのぞましい.そ

のためには飼育環境要因,とくに食物,Bi庶,湿度,

飼育密皮などを組み合せた本超の最適飼育条件を兄い

だすことからはじめる必要があろう.

本文に入るに先立ち,終始御相弔を琉き,かつ御校

閲を賜った円田陵郎教授に厚く御礼を申し上げる.ま

た有益な抑助言を賜った河野達郎助教授,終始いろい
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ろと抑援助臨った当研究室の皆様に対し厚く御礼を申

し上げる.

実験材料と方法㌔

この実験に用いたイガは1956年12月中旬に京都大

学出学部構内に営巣していたコシアカツバメのB!から

採取し以後継続して飼育している系統である.飼育に

は径 6.5cm,高さ 18cm の広口ガラスビンを用いた.

ガラスビンのふたは洋紙をはさんで金屑環をねじこみ

と･めた.~飼料には10%乾燥粉末酵母 (市販エt='オス)

をふくませ乾燥させた純毛フランネルを用いた.これ

に羽化後24時間以内の成虫,あるいは産下後24時間以

内の卵を接種し温変 300,70-80% R.H.の恒温室で

飼育した.実験方法の詳細については項目ごとに述べ

る.

成虫の寿命,産卵

まず幼虫をあ.るきまった温度条件下で飼育し,それ

より羽化した成虫の産汎 寿命がいろいろの温度条件

のもとでどのようにかわるかをしらべた.300,60-70

% R.H.のもとで飼育しているストックから羽化後

24時間以内の成虫をとりだし炭酸ガスでますいして雌

雄をわけて一対ずつにして高さ 1.5cm, 宙径 4cm,

のシャーレに2cmp-の純毛黒サージの産卵用布片とと

もに収容し200から2.50おきに 32.50までの6つ

の恒温条件のもとで産卵活動,寿命をしらべた.産卵

数は毎日はば⊥定時刻に新しい産卵布ととりかえなが

らしらべた.雌雄どちらかがはやく死んでも新しいも

のを祁わなかった.またこの突放においてとくに温匿

はそれほど厳密には調節しなかったがほぼ70% R.H.

であiた,実験の結果を第1図,第1表に示す.

との結果からみると1雌当りの平均産卵数は200を

のぞいた各温度良の間では温度の低くなるにしたがっ

て直線的に増加する傾向がみとめられる.また変異の

巾は200をのぞけば温度の高くなるにつれて大となり

32J50では産卵数は少く変異の巾は最大の値をしめし

た.ここにはとくに示さなかったが,ここに用いた成
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虫の産卵前期間は非常に短かく,
ほとんど第1
,
2日目

から産卵を開始した
.
温度20了では観察した22個体の

うち18個体
,
22
.
50で8個体
,
250ではわずかに2個

体が2日目に産卵をはじめたが,
節
.
50以上の高い温

度ではすべての個体が21時間以内に産卵をはじめた･
産卵後期間は高い温度ではわずかに0-2日で20°で

は極端に長くなる個休もあり7日におよぷ個体もみと

められた
.
産卵役期間は温度条件に関係し
.
温度が低

くなるにしたがって長くなる憤
向がみとめられた.
成

虫の産卵期臥雌雄成虫の平均寿命についても,
錯1

図に示すように温度にきって定向的に変るが,
産卵期

間は寿命はど温度の影響をうけることはない
.
平均寿

命は300の場合をのぞき温度にかかわらず雌より雄の

方が長い.
産卵数と寿命についてさらにくわしくみるために,

Table1. Theeffectoftemperatureonthenumberofeggslaidperfemale.
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ここに用いた 22-25個体を1個体郡として,毎日の

産卵数の消長,確成虫の寿命曲緑をしらべた.羽化灸

の毎日の産卵数の消長をみるためには給産卵款に対す

る百分比累税曲按で (第2回)好愈曲幕別ま全損体軟に

対する生存個件数の百分比で示した(第3回).
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Fig.2. Accumulatedcurveofdailyegg
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Fig.3. Survivorshipcurvesoftheadu一t
atdifferenttemperatures.

一般的にみて温度が低くなるにしたがって産卵曲線

はゆるやかとなる傾向がみられる.すなわち高い温度

ほど早く多くの卵をうみ,温度が低いほど巾広く産卵

期間は長くなるようであった.前にも述べたとおり,

ここに用いた温鑑の範囲内では産卵前期間はきわめて

短かく, したがって250以上では羽化後1日目に25

-30%以上産卵する.どの温度条件においても羽化後

2日目で 20-75% をうみ,羽化後 2-3_日で産卵率

は頂点に達し.その故は次掛こ滅少していった.もち

ろん減少の割合は温度が高いほど急激であった.この

ような駁向をしめすことは本超を大鼓飼育して生物試

一級に用いる場合とくに考慮すべき点である.

一雄の#飴は他の一般昆虫とは反対に曙よりも若干長

命のようである (節1図). 雌の寿愈曲線は飼育温鑑

に依存しており,高い温度はど短かく,また死にはじ

めてから全個体が死ぬまでの期間も温度が掛 ､ほど急
政で低い温皮ほどゆるやかであった.ここに得られた

ような結果はすでにいろいろの昆虫においてみとめら

れているl】).

卵 期 間

卵の発育のはやさと温度との関係を知るために 300,

60-70%R.H.のもとで採卵し産卵後12時間以内の

卵を50個ずつ,底に黒色布をしいたシャーレ (径 4C.m

高さ1.5crr!)に収容し, 食塩飽和水溶紋で調湿して

200から32.50まで6つの温度区でしらべた.実験の

くりかえしは各温旺区とも5回で抜軸に経過日数を,

縦軸に総ふ化卵数に対する百分比累矧直をとり曲線で

示した (節4回).
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hatchabilityofeggsatdifferenttemperatures.
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各温度におけるふ化率は 200;45.6%,22.50;

48.4%,250;54.4%,27.50;60.8%,300;57.2%

32.50;61.6% であり,温鑑が高くなるにつれて若干

高率になる傾向がみとめられた.-馳 こ温度が高くな

るにしたがって卵期間は短かくなる,すなわち発育速

皮は増大するが 300と32.50ではほとんどかわらな

かった..200では卵Wjmは12.3日となり,･300,27.50
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の似合のそれと比較して約2倍の期間を要した.

Cheemad)はイガの卵期間についてしらべているがこ

れによれば高い温度 (300,･32.50)よ♭も,低い温度

(21.50,250)において,＼より短かくなると述べており,

ここで得た筆者の観察とはかなり異った擬向をしめし

た.この両者のちがいの原因はよくわからない.

次に各温度に対する卵期の平均発育日数の逆数すな

わち,発育速度を求め,最少自乗法によって温度一発

育速度回帰直線を求めたところY=0.0062Ⅹ-0.026
なる直線式が得られた(第5図).ただし,この実験の

最高温度32.50における卵の発育速度は回帰直線から

はずれているので計算からのぞいた.
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atvarioustemperatuTeS.

この結果より発育零点を求めると10.030となり,

有効校算温度の値は122.8日とな'った.300以上の高

温で発育速度の嘩加率が拭少することは一般の昆虫と

同様であろう.

幼虫･蛸の発育

すでにここに用いた方法とほぼ同じ方法でいろいろ

の氾湿度条件下で幼虫期間の調査も行われているが,

これらはいずれも個体飼育,あるいはそれにちかい状

ほでしらべられた4)_撃者はこれら個体別の発育とは

別に大畠飼育の過程における,飼育容田中の全個体を

1つの群としてとりあっかい,1個体群全体の発育所

要日数と温度との関係を調べた.飼育容掛ま内径11cm

高さ10cmの腰高シャーレでガラスふたの中央の穴

194
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(ia'径 3cm)には洋紙をはった.幼虫の飼料としては

10%乾娩粉末群母をふくませ乾燥した純毛フランネル

(縦 10cm,板90cm)を用い,300,70-80% R.H.

のもとでのふ化後24時間以内の幼虫をシ､ヤーレあたり

100個体ずつうつし入れ200から32.50まで6つの温

度条件のもとで羽化までの発育所要日数をしらべた.

この実験にわいては湿度はとくに調節しなかったがは

ぽ 70% 内外である.また25号における実験は途中事

故が生じたため成約からのぞいた.ふ化後24時間以内

の幼虫はまだ馳ま作らない.その間飼料の上を歩きま

わりながらやがて摂食をはじめ,かみきった毛を吐き

出した糸でつづりあわせて巣を作り始める.幼虫の発

育とと_もにA!もしだいに大きくなる.つねに架を背負

いながら動きまわり巣から体の半分位出して摂食する.

脱皮は巣の中で行い脱皮殻は巣の夕いこ出す.

幼虫の発育の指標としてふ化後5-10日ごとに羽化

のはじまる前まで各シャーレより15個体を任意にとり

出して5個体ずつトーションバランスで体重を測定し

た.測定後はまたもとにもどした.幼虫の体重は巣の

重さをふくめての重きであるから正確な体重とはいえ

ないがおおよその指標とはなり得ると考える(第6回).
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Fig.6. Growth curveoftheweightof
larvawithitscaseatvarioustemperatures.
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実験の結果は第6図にしめしたとおり高い野庭ほど発

育は促進され,体重増加曲線の傾斜は急になりやがて

羽化にいたる.羽化直前の体重は低温皮の方がやや重

い憤向を釆したが,同時に規の大きさも低温はど大き

いことが観察された.虫馴ヒ前になると摂食をやあて飼

育容打の壁面にBiの苅砧を附著する,琉化も鎚の中でお

こなうので個体ごとの正確な鏑の期間を観察するのは

困難であった.しかし羽化と同時に脱皮穀をB!の外に

半分位出すので羽化の終った個附ま容易に区別できる.
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Table2. Theeffectoftemperatureonthedurationofpostembryonicperiod.

Fig.7. DurationofpostembryonicperiodI
atvarioustemperatures.

毎日羽化してくる個体の消長を第7図に,ふ化まで

の平均発育所要日数を第2表にしめした.

誇7図の示すように'.一般に高い温度ほど比較的短

期間にほとんどの個体がそろって羽化するので発育所

要日数の頻度分布は高い山となるが,温度が低くなる

にしたがって羽化期間は極端に長くなり頻度分布曲線

の山は低くだらだらとなる.平均発育所要日数の最も

短いのは27.50で38日を要しこれより高くなっても低

くなっても発育速度はおそくなる.しかしその割合は

温度の低い場合が極端であり20oにおける平均発育所

要日数は㌘○におけるそれよりも約3倍の期間を要し

た.変異係数によって変異の度合をみると,どの温度

の場合も相当大きい.27.5oが16.42% でこれより温

度が高くなっても低くなっても大きくなる幌向を示す,

変異の巾の最も小さいのは32.5°であるがこれは羽化

時の死亡率が高いことと関係があるのかもしれない.

各温度における羽化軌変分布曲線から90% 羽化日を

みると27.50で45日,30050日,32.5065日,22.50

145日,200では170日である.Cheemai)は10%イ

ーストをふくませた純毛白サージを飼料とレていろい

ろの温湿度条件下で幼虫期間をしらべているが,最も

発育の早いのは250で,ついで300,同じ温度では湿

度の高いほど発育は早く,最も幼虫期間の短かいのは

250,90%R.H.で約38日を要したと報告しているが

筆者の場合はこれよりやや荷い27･50に申いて発育所

寧日数は最も短かかった･300においては両者はば似

たような結果となった.一般に温度と発育所要日数と

の関係はtE角双曲線であらわされるという.各温度に

ついてふ化から羽化までの平均発育所要日数の逆数を

発育速度としてもとめ最少自乗法により発育速度回付

i定紋Y-0.00Ⅰ5Ⅹ-0.023が得られた.その発育零点

は15.020,有効租界温度は610.1日皮なった.ただ'し,

ここにもとめた回帰直線からはずれた 27.5°と32.50

をはぶいたので観測点はわずかに3点しかなく信頼性

にとばしい,発育零点は 15.020-となり他の昆虫にく

らべてかなり高い位をしめしている.
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羽化曲按について

先にも述べた通りイガの発育所要日数は個体変異が

大きく,温度の高い場合は比較的そろって羽化するが

温度の低い場合は変異の巾がきわめて大きく羽化は不

芳一であることがわかった,その結果として羽化曲線

の裂 く節7回)は一枚の昆虫にみられる山型の羽化曲
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線とはいちじるしく異LT,ており,とくに左方に抄ずみ

右万に連続して長く尾を抄いた羽化曲線を示す.

最近円田]2'はアズキゾウムシt,こついて羽化曲線を考

察し,-脚 こ羽化曲線は左右不相称な曲線をかたちづ

くるが,羽化日数を逆数転換すると不相称性が消えて

正規曲線にあてはまるということからこれを羽化曲線

のモデルとしてとりあげた.羽化曲線の型は発育の個

体変異によって規定されるがまた死亡個体の分布のし

かたによらても左右きれる.
I

筆者は飼育の温度条件によって羽化曲椋がどのよう

に変ってゆくかなみるためにその逆数正規性をしらべ

てみた.横軸に発育日数の逆数をとり,縦軸に羽化頻

政分布曲線の累積値百分率になお して それを更に

PfObitに転換してしめすと第9図のようになる.
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図に示すようにどの温度条件の場合にも1本の直線

とはならずにある1つの交点をもった2本の置緑とな

ってしまった,すなわちどの温度条件においてもイガ

の羽化曲線は単純な逆数正規性を示すとはいえない.

円田l!'はアズキゾウムシの場合,-生息密度や環境湿

度の如何にかかわらず逆数正境性が成立するとしたが,

この実険でも環境条件によって羽化曲線の型に変化が

起らないとすれば第9図のような結果は同一個体群の

節 24 巻-Ⅳ

中に発育にかんして異った変異性をも?2群があるこ

とを暗示する.いまカモりに早く羽化してくる個体群を

A群とよぴ,おそく羽化してくる個休群をB群とする.

両群は憤斜をことにする2本由回帰直線で区別される.

したがってA群,B群の個体数比は交点の縦座標の高

さ (Probit)から推定することができる.各温度につ

いてA手持とB群の割合を示すと第3表のようになる.

Table3. Percentagesoftheindividuals

composedofthegroupA and B thatare
dividedby thedevelopmentalvelocity,at
differenttemperatures.

TemperatureE30｡ 27･5｡ 22･5｡ 20･po
groupA

groupB

86% 85% 63% 65%

14 15 37 35

このようにして分けた2群の個体数比をみるとそれ

は飼育温度に依存的であり,低温ほど発育遅延群■(ち

群)の割合が多く年っている,この2番紬,'生理的にも

異ったものであるかどうかはこの結果だけから推定す

ることは困難であ､るが,生態的に興味ある間組であり,

本種増減の観点からも重要な意義をもつものと考えら

れる.

成虫の大 きさ

幼虫期の飼育温度と雌成虫の大きさとの関係を知る

ために成虫の死致マイクロメ-タにより頭巾を測定し

た,ここでいう頭巾とは高橋8)の場合と同じように複

眼をふくめた琉部の巾の最大部位の値である.表には

マイクロメータの 目盛 のままで示したが測定値のl

unit-紘,0.02mm に相当する(第4表).

羽化雌成虫の頭巾ま飼育温変の高いほど小さt(,低

くなるにしたがって大きくなるが,くわしくみるとむ

しろ発育速度の大小に依存しているといえる.すなわ

ち羽化の最も早い㌘○から羽化した成虫の平均頭巾は

最も小さくて 0.86mm であり羽化時期のおくれるに

つれて大となり200から羽化した成虫の平均頭巾は最

も大きく0.95mm であった.

Table4. Theeffectoftemperatureontheheadwidth ofthefemalemoth.

Temp.(･｡) l lnTiOv･idOuとls I M e a n I ｡fCpo.niiudleaTiC.enIimm!tan Coeff.of

test｡d ~I I u▲yVyu(19旨還iH】LM` Ivariation(%)
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者 療

コクゾウCalandl･aOryZaeとナガシンクイRhizoI

perEhadominicaの2種について230から350まで

のいろいろの温度のもとで産卵数をしらべた結果によ

れば食物見が多い場合は260で少い場合は290で産卵

数は良市に達しこの温匠より上あるいは下になれば少

くなが). 同じような傾向は野外の昆虫アワノメイガ

ろ ･T･auSta.nubilalt-Sについてもみとめられている.

2loから320までの4つの温度条件のもとで産卵数を

しらべたところ中間温度の290において最も多く産卵

され 210-298までの範囲では温政の高くなるにつれ

て産卵数は増加する傾向がある14). しかし本超の産卵

丘適温鑑は､これよりもはるかに低く22.50である.

Cheemal)は本樫の幼虫を280のもとで飼育し羽化し

た成虫を220と26.50の2つの温度のもとで産卵数を

しらべた結果260の方が産卵故が多いことを観察して

おり繁者の結果と臭っている.

前にも述べたとおり300で飼育した場合,羽化当時

すでに卵巣はよく発達しておりほとんどの個体が羽化

後直ちに交尾,産卵を始める.卵期の発育におよはす

温度の彫饗について Cheema'は高い温度よりも,低

い温虻に軌 ､て発育は促進され卵期間は短かく,ふ化

牢も高いと述べている･筆者の結果はこれとは全く逆

で高いほど卵期間は短かく,ふ化率も高くなる幌向が

ある.Cheemaによれば, ふ化当時と餌化前の摂食

を中止した時の幼虫の体長及び体巾とを比較すると体

長,体巾は発育期間中に6倍に増加し体重においては

134倍に増加するという4).筆者は体重の増加を時間

をおって測定したが温度の高いほど増加の割合は高く

かつ早い.虎化当時の休重は温度条件により著しい差

はみとめられないがわずかに低い温度の方が重い憤向

を示し群の大きさも大きい.低温皮において大きい重

い蛾が得られることはコイガにおいても観察されてい

ち.

本柾の発育は個体変異が大きく,脱皮回数も6回か

ら12回におよぶといわれている11.前にも述べたよ

うに羽化窺皮分布曲線は｢殻昆虫についてみられるよ

うな山型の曲線とは異り,発育日数の平均値よりも早-
く羽化する個体が多く後はだらT='らと羽化が続き,低

い温度の場合はとくにいちじるしい.このような羽化

曲線を示すことからみて生腿的に特異な昆虫であり,

またこのような現象がみられることは生態的に重要な

意義をもっているものと考えられる.Janisch67によ

れば発育日数の変異の巾は発育の最適温度,すなわち

発育の最も早い発育日数の最短の温度で最もせまくそ

れよりも高い温度,また低い温度になるにつれて変異

のrT]_は広くなると式べていろが,本軽の場合も発育が

節 24-巻-Ⅳ

最も早く羽化率も高い27.50における変異除数は一番

小さくこれより温度が高くなっても低くなっても大き

くなる憤向がみられる(第2表).

発育零点は本位と同じ羊毛害虫であるコイガに比べー･l

て高い.このことは両種の分布と関係がある.コイガ･

は世界共通坪であるが温輔から熱帯へ行くにしたがっ

て重要性は減じ拭国や印度においてはむしろイガの方

が重要粒となる7). したがって本位はコイガよりも苗 .

温に通した柾として,発育零点の高いことも当然であ

るということが出来る.1

次に本柾を殺虫剤の生物試験用昆虫として用いる場

合の大虫飼育の観点から考琴する･-鰍こ段内昆虫の

増姫に関係する飼育要因として温匿,湿度,生息密度,

食物,などが考えられるがここでは増殖に関連する生

ノ態因子として温度のみをとりあげ他の諸因子について

は一切ふれなかった.ある1世代での昆虫の増流を考

える場合,具体的には産卵数,ふ化率,羽化乳 性比お

よび発育所要日数などを問題にするのがふつうである.

本税の産卵数の最も多い,すなわち 産卵鼓適温皮は

22.50,ふ化の最適温度は 27.50, 羽化率の最も謀机､

のは27.5●であった.すなわち産卵をのぞけば 27.50

が飼育温度としてのぞましく,羽化する成虫も比較的

大きさのそろったものが得られた.ふ化から羽化まで

の発育日数の最も短かいのも27二50 であった.

BirchわはコクゾウCdandraoTツ3Eaeとナガシン

クイ Rhi3WPerEhadbminlcaについて産卵放,生存

率,発育日数,性比についていろいろの温湿度条件下

でくわしくしらべ,E･S/2D(性比は1:1として,Eは

1嘩あたり産卵数の合計,Sは卵から成虫までの生存

率,Dは卵から成虫までの発育日数)を以って昭雅雄
力としている.

いまある1世代を中位として本種の増煎能力を各温

度区についてみると釘.50;(0.257),30.00;(0.181),

22.50;(0.081),32.50;(0.073),20.00;(0.057)となる.

すなわちある1世代における本軽の和解能力は27.50

において良も高くなり,したがって増澱の最適温度は

㌘〇円外であるということができる.世代を完了する

に要する日数から本経の年間世代数を推定するならば

27.5｡では約6世代,200では約2世代を経過するこ

とになる.

摘 要

1. いろいろの温度のもとでイガの産卵数,寿命を

しらべた結果,産卵数は中間の温度のもとでは温度が

低くなるにつれて直線的特増加した･1噸当りの平均

産卵数は20o4r1,25o44,300で36卵をうみ32･50で
は液少した.産卵消長曲緑は温度の低くなるにつれて .
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ゆるやかとなる.産卵率はどの温度条件のもとでも羽

化後1-2日が最も高い.

雌雄とも平均寿命は温度が高くなるにつれて短かく

なる.20010.13日,300では5日位である雌の寿念

は雄にくらべて若干短い.

2∴ 卵期間は 20012日,2508日,3006日,であ ･

る.積算温度法則を通すると発育速度回帰直線はY-

0.0062Ⅹ-0.026, 発育零点 10.030,有効積算温度

122.8日庶となった.

3. 10%乾燥粉末酵母をふくませた純毛フランネル

を飼料としてふ化から羽化までの発育所要日数をしら

べた.高い温度 300,27･50では平均42日,38日を要

し,低い温度 22.50,200では 102日,126日を要し

た.高い温度では比較的そろって羽化してくるが,低

い温度では極めて不斉-であった.発育速度回帰直線,

Y〒0.0015Ⅹ-0･023,発育零点15･020,有効現算温匿1

は 610.1日皮となった.

4. 成虫の頭巾は羽化の最も早い㌘○では最も小さ

く平均 0.86mm,最もおそい200から羽化した成虫

は最大で 0.95mm あった.

5. 羽化曲線を解析するために羽化頻度分布曲線を

累積値の百分率になおしさらに Probitに転換し逆数

正規性をしらべたところ木理の羽化曲線は2本の直線

で示された.その結果から発育にかんして A.B2つ

の群にわけた.

6･ 各温贋について増殖能力を比較した,増殖と温

度との関係を考察すると 270-uqoが本極の増殖に通

した温度とすることができる..

文 献

1) Andrewartha,H.G.andL.C.Birch:The

Distribution and Abundance ofAnimals,

2) Birch,L/C.:J.Anim二Ecol.14,125(1945).
3) Birch,L C.:Åust.∫.Exp.､Biol.良Me且.

Sci.23,29(1945).I

4) CIleema,P.S.:Bu一l.Ent.Res.47,､167

(1956).

5) Griswold,G.'H.:Corn.Univ.Agr.Exp.

Sta.262(1944).

6) Janisch,E.rTrams.Ent.S'oc.一ondon80,
137(1942).

7) 桐谷童治 :大阪植物防疫-7, 1(1959).

8) 高橋史樹 :応動 21,179(1956).

9)ITitsdlaCk,E.:Z.Tech.Biol.10,1(1922).一

10) Titscha'ck,E.undV.Wodsak:Z.Angew.

I EnL 43,196(1959).､

ll) 内田俊拓 ･長沢純夫 :昆虫 17,7(1949).

~198 日

節 24 巻-Ⅳ

12) 内田俊郎 :日生態会誌 9,139(1959).

13) 円田俊郎 :応動良 1,46(1957).

14) Vance,jLM.･..J.Econ.Ent:42,474(1942).

･15) 山田保治 :防虫科学 2,13(1938).

16) 山田保治 :防虫科学 4,14(1940).

R6stltn6

Thecasebearingclothesmoth,Tineaタellio-

nella (L.)hasbeen noticedasanimportant

pestofwollentextiles.

Theauthorattemptsaninvestigationtoestab-

lishthemethods-0fmasscultureofthisinsectfor

themateria一sofbiologicalassayofin!ecticides.

Inthispaper,theeffectsoftemperatureon

thenumberofeggsdeposited,theduTation'of

ovipositionperiodandthatofadultlifewere

described.theaveragenumberofeggslaidper

femaleincreasedwith tllefalloftemperature

(Table1).From thisresult,itseemsthatthe

most favourable temperature for tlle egg

depositionwas22.50.AsshowninFig･′2,the

egglayingrateOfmothswasslowed downat

lowtemperature.Thenumberofeggsdeposited

wasmaximum atthefirsttoseconddaysafter

theemergenceatanytemperature.Themean

durationofadultlifebecameshortwiththerise

oftemperature,inbothsexes･

Theincubationperiodofeggwas12,8and6

daysat20,25and300,TeSpeCtively･Percentage

hatchabilityofe甲SWashigh athigh tempera･
ture.Theregressionequationofdeve70pmental

velocityofeggontemperaturewasY-0･0062X

-0.026,whereYisdevelopmentalvelocityand

x is tempe-rature･ The developmentaL2=erO

pointwascalculatedaslO･30and thetotal

effectivetemperaturewas122･8daydegrees･

UsingthepurewooHlannelimpergnatedwith

10 percent yeast powderasthe food,the

postembryonicperiodofthisspecieswasob占erved

underthevariousconditionsoftemperature.

Tムe mean duration of ′postembryonic

periodwas42,38daysat30,27･50,and102,■

126days at22.5,200,､respectively.At high

temperature,almostoトalltheindividualsem-

ergedintheearlydate,white_frequencycurve

ofmotIlemergenceatt土Ielowertemperature

wasveryIrregular.T∫leregression equationof

developmentalvelocityinp95tembyonicperiodヽ

I
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on temperaturewasY-0.0015Ⅹ-0.023. The
developmentalzeropointwas15.020,andthe

totaleffective temperature WaS 610.I day

degrees.

InanalysingtheirregularityoEthesequential

Erequez)cycurveofemergence,thecurveswere

transformedintoprobittoexaminethcreciprocal

normality.In thisspecies,such linearity as

observedinmanyotherinsectswasnotObseryed.

Thetransformedcurvewasthoughttobedivided

郡 24 巻-Ⅳ

intotwoparts(AandB).Thepcrcentagc-of

theindividualscomposedof､partBincreased

atlowertemperatures.

Theaverageheadwidth oftheemergedadult

variedfrom 0.86mm at27.･5.to0.95mm at
200.Thusthebodysi2:eOfadultwasaffected

bytherearingconditionofpostembryonicperiod･

From the results described above, itis

concludedthattheoptlmumtemperatureforthe

masscultureofthismoth liesat270-300.

EEfcct8 0f EmtltSjfier8 and Addi一ionzLISuhStanCC9 011 Deactivation ofMalatllion

EmulsifiahleCozICentratCき.HiroshiHoFI)AandRyoYAWAblOTO.(LaboratoryofPesticidal

Chemistry,DepartmentofAgriculturalChemistry,TokyoAgricuturalUniversity.)Received

Oct.18,1959.Bo少u･Kagaku24,199,1959.(withEng一ishresume,206)

39･ マラソン乳剤の経時変化防止につし､て★ 本田 博 ･山本 苑 (東京凸菜大学 n琴化学科
凸串化学研究室)34.10.18受理

マラソン乳剤は粉剤程苓るしくないが,有効成分の経時変化があるので,その分解防止は玉東課肝

である.著者等はその分脈原因を乳化剤の超類,含有水分,pH,その他,製剤中の不純物fi等によ

るものと考え,又,適当な乳化剤を選択すること及び或柾の物TIを添加することにより,分節を防

止し得るもbと考え実験を行った.その結果,得られた二三の知見を報告する.

ま え が き

マラソン乳剤中に,水分.ジチオリン酸,リン敬,

酢酸等が存在することにより,マラソンの分解を促進

することが J.i.Yost等1,により発表されている.

著者等は polyoxyethylenemonooleateを用い,臥

化如中の水分及び pH (乳化対5%披)のマラソンに

及ぼす彫饗について検討し,又約 20余控の乳化剤を

用いて,乳化剤の型の相異によるマラソンの彫哲を検

討した.

一方において,マラソン乳剤に金屑,抗敢化剤,顧

無水物及びェステル,或種の.)ン化合物等を添加して,

それがマラソンの分解に彫響するかどうか検討を行っ

ナこ.

実験転封及び実験方法

(1) マラソン工業品.

(2) キシロール:ナトリウムで乾煉恭潤して使用.

(3) 乳化剤 :花玉石鹸株式会社,東邦化学工業株式

会社及び日本乳化剤株式会社より提供のもので,男 1

讃乃至第10表に記載の各種乳化剤.

(4)添加物質:第7衷乃至節10表に記載の各軽物質.

(5) 失敗方法 :マラソン工業品 50%,乳化剤 50,Oof
の割合,又はマラソン工業品 50%,キシロール30%,
乳化剤 20蕗 の割合でマラソン乳剤 20gを製剤し,

(添加物只の彫繁を検討するときは製剤の2/QQ/虫の物

質を添加)50oC･の定温哲別こ保存した.J併存中は1日

に1度振坦するようにした.製剤直後,7日扱,15日

後及び30日後にマラソンを分析し,分解率を求め比較

した.

･分析方法としては,山内,佐藤,牟田,本田,山本

等が1958年2月,日本史芸化学会関東例会において発

表した AC.C.アルコール鉄酸化法の改良法 (拓妹

としてメタノールを使用)を採用し,分光光陀光度計

(由汀製 DU型)を班用して行った.

実験成績及び考察

1. 乳化剤中の水分及び pH の好響.

乳化剤として polyoxyethylenemonooleateを用

いて実験した結果は第1表の如くである.

この成軌に依れば,乳化剤の pH■が 2.7でも4.5

でもマラソンの分節率には大差がなく,pHが7.3に

なるとマラソンの分節に彫哲があり,分解率は高かく

なっている.次に乳化剤中の水分の面から眺めると,

貴本報告の一部は1959年4月日本環芸化学会大会に糾 ､て発式.
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